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教育目標

学ぶ意欲にとみ

心豊かで たくましい生徒

八戸市立島守中学校
TEL８３－２０１１

文責 校長 竹 花 和 人

校長 竹 花 和 人
※２月２８日（火）の全校朝会より

今日で２月も終わり、明日からは３月です。３学期が始まってから、もう１か月半が過
ぎたということになります。この期間に３年生は私立高校推薦入試や八戸高専推薦入試、
私立高校一般入試、八戸高専一般入試と、卒業後の進路に関わる大きな出来事がありまし
た。私立高校一般入試の自己採点結果などを聞くと、どの生徒もかなり頑張ったと感じて
います。この調子で、残っている県立高校入試に向けて自分の力を出し切れるように努力
し続けてほしいものです。
さて、平成２８年度も残り１か月、実際に学校に登校するのは１，２年生が１８日、３

年生が１０日となります。この短い期間に、中学校で最も重要な学校行事である卒業式に
向けて取り組むこととなります。この卒業式の主役は３年生ですが、ほかにも主役がいま
す。皆さん分かりますか？それは、３年生の保護者の方々です。３年生は公民の授業で習
ったと思いますが、小学校６年、中学校３年の義務教育は、保護者が学校に通わせる義務
であり、皆さんにとっては学習する権利があるということになります。ですから、卒業式
で卒業証書をもらうのは３年生ですが、子供を中学校に通わせる義務から卒業するのは３
年生の保護者であり、卒業式の主役なのです。
３年生は、卒業式の当日、おそらく自然に感激して涙を流すと思います。それは、仲間

や先生方との別れがさびしいこと、これまで頑張ってきた３年間の思いが込み上げてくる
ことなどからです。しかし、私たちはもう一方の主役である３年生の保護者の方々も感激
させるようなすばらしい卒業式をつくっていかなければなりません。そのためには、３年
生はもちろんのこと、１，２年生が様々な面で「想像を超えるような行動をする」ことが
大切です。つまり、今までの学校行事でやってきたレベルを超えるような坐作身体や歌声
をつくりあげていくことが、３年生の保護者の方々を感激させる卒業式をつくりあげるこ
とにつながるのです。
そこで、いつものように言葉を紹介します。それは「どんな人間も、自分が思っている

以上のことができる」です。この言葉はアメリカの自動車会社フォードの創業者である「ヘ
ンリー・フォード」の言葉です。自分はこれぐらいしかできないとマイナスに考えるので
はなく、自分にはもっとできるはずだと自分自身を信じて、プラス思考で、今よりも上を
目指していくことが大切だということを教えてくれる言葉です。卒業式の練習は短い時間
しかありませんので、今までの自分よりも上を目指して、お世話になった３年生とその保
護者が感激できるような卒業式を一緒につくっていきましょう。
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３月２日（木）の６校時に生徒総集会
を行い、今年度の生徒会活動や部活動の
反省を報告するとともに、来年度の生徒
会の各委員会の在り方を見直すこととな
りました。委員会の再編成は、生徒数の
減少が続く現状を踏まえ、委員会の数を
減らすとともに、これまでの委員会活動
の内容を見直し、より良い学校生活をつ
くりあげるために必要な活動に絞ること
で、各委員会の活動内容を自分たちでア
イディアをだして充実させていこうとす
る考えで進めたものです。
２月に入ってから、生徒会役員と各委
員会の代表者が時間をかけて原案を作成
したものを、この生徒総集会で提案し、
全員で協議した結果、以下のような形で
再編成することとしました。生徒が自分
たちで話し合い、自分たちで決めた委員
会となりますので、決まった仕事につい
て責任をもって取り組むことを期待して
います。
旧委員会 新委員会
代議委員会 規律委員会
広報委員会 環境委員会
こくぞう委員会 保健委員会
給食・保健委員会

３月６日（月）に、全校給食を行いまし
た。これは、卒業する３年生と１・２年生
との交流の機会を設けるために実施された
ものです。
２階の特別活動室に全校分の食缶等を運

び、１・２年生の配膳係が手際よく全校分
の配膳を行い、６つのグループに分かれて
楽しみながら給食を食べました。（ちなみ
にこの日のメニューは、「中華そば、牛乳、
鉄火煮、ミニトマト」に卒業祝いメニュー
として「紅白もち」がつきました）
３年生のリクエストした曲が流れる中、

３年生と１・２年生や先生方が話をしなが
ら楽しく給食を食べることができました。

八戸市教育委員会が長年編集している
「文集はちのへ」に、本校生徒の作品がた
くさん入選しました。入選作品を読んでみ
ると、生徒たちの感性や表現力の豊かさに
感心させられます。以下に入選者を紹介し
ます。

○生活文 川畑 暁史
○課題作文 畑 穂乃佳
○詩歌 春日 千万里、川畑 暁史

舘 海斗、堰端 敬太郎
中下 奨、林 千秋

○短歌 犾守 愛優、坂本 陽南
髙畑 梨那、大倉 愛理
砂倉 大和

なお、短歌については、デーリー東北に
も掲載されるようです。（時期は未定）


